〈原著〉中学校入門期における算数の困難に関する予備的検討：数概念・暗算の困難に着目して by 吉田 知世 et al.
〈原著〉中学校入門期における算数の困難に関する
予備的検討：数概念・暗算の困難に着目して
















A preliminary study on mathematical difficulties of students in junior high school entrance 
period: With a focus on the difficulties in number concepts and mental arithmetic 
Tomoyo Yoshida (College of Disability Sciences, School of Human Sciences, University of Tsukuba, 
Tsukuba, Ibaraki, 305-8572) 
Yu Yamamoto (Doctoral Program in Disability Sciences, Graduate School of Comprehensive Human 
Sciences, University of Tsukuba, Tsukuba, Ibaraki, 305-8572) 
Keiko Kumagai (Faculty of Human Sciences, University of Tsukuba, Tsukuba, Ibaraki, 305-8572) 
Mathematical dificulties become prominent as the grade rises, and it afects mathematics learning in jumor 
high school. However, there are few studies on students'mathematical dificulties in the entrance period of 
junior high school. In this study, 256 students 01-1ふyearold) were asked to solve 10 kinds of problems 
which have already learned through tablet computer, and students'number concepts and mental arithmetic 
were evaluated by measuring their correct answer rate and reaction time. The results showed that students 
with mathematical difficulties overcame their problem concerning the fluency of addition and subtraction 
by developing number concepts, although their problem concerning the fluency of recalling multiplication 
table persisted. There were 4 types of mathematical dificulties: (a) natural number calculation, (b) decimal 
number concepts, (c) decimal calculation, and (d) interconversion between decimal and fraction and 
decimal calculation. Many students appeared to experience the first type of mathematical difficulty. The 
importance of intervention for at least these four types of mathematical dificulties in junior high school was 
discussed. 
Keywords: junior high school, mathematical difficulties (MD), number concepts, mental arithmetic, 























































































































































































数直線の評定 分数の 小数・分数 最小公倍数（整数／小数／分数／ （整数／小数／分数） 数感覚 の変換 最大公約数小数・分数）
14問 8問
1 0問 6問 4問
(4 I 3 I 5 I 2) (4/2/2) 
四則計算 工夫する計算 還元算
計算原理の 除算の筆算
知識（整数／小数／分数） （整数） （整数） （整数）
（整数）
36問





































? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
ー? ???





























(r=.587 ; r=.466)。また， A小学校 6年生では，「数直線
の評定」は「四則計算」と (r=.423), 「最小公倍数•最
大公約数」は「四則計算」と (r=.595), 「工夫する計算」
と (r=.489), 「還元算」と (r=.470), 「除算の筆算」と
(r=.425), 「四則計算」は「還元算」と (r=.574), 「除算
の筆算」と (r=.518) やや強い相関があり， B中学校 l
年生ではそれぞれ弱い相関があった (r=.285; r=.281 ; 
r=.236 ; r=.281 ; r=.278 ; r=.387 ; r=.385)。さらに， B中
学校 1年生では，「工夫する計算」は「還元算」と (r=.418),
「除算の箪算」と (r=.431) やや強い相関があり， A小













た (r=.366; r=.296 ; r=.230)。さらに， B中学校 1年生で
は「数直線の評定」は「分数の数感覚」と (r=.401) や
や強い相関があり， A小学校6年生では弱い相関があっ




「分数の数感覚」と (r=.466) やや強い相関があり， B中
学校 1年生ではそれぞれ弱い相関があった (r=.256; 




(r=.153) （小数 Table 5, 分数 Table 6)。
Table 3 同一課題の正答率の相関 (Pearsonの積率相関係数）
整数ー小数 整数—分数 小数ー分数
A小学校 数の大小比較 . 338 . 266 . 435 
6年生 数直線の評定 . 508 . 201 . 268 
四則計葛 . 594 . 614 . 564 
B中学校 数の大小比較 . 295 . 137 . 184 
1年生 数直線の評定 . 553 271 . 200 四則計算 . 525 . 453 . 348 
Table 4 整数課題の正答率の相関 (Pearsonの積率相関係数）
数の 数直線の最小公倍数 工夫する 還元算 計算原理 除算の筆算大小比懃 註定 塁大公紗塾 四則計算 計宴 の知識
数の大小比較
数直線の評定 266 
最小公倍数•最大公約数 222 379 
A小学校 四則計算 175 423 595 
6年生 工夫する計算 135 312 489 587 
還元算 359 419 470 574 320 
計算原理の知識 175 305 188 328 287 375 
除算の筆算 147 309 425 518 366 391 085 
数の大小比較
数直線の評定 -. 071 
最小公倍数•最大公約数 -. 067 121 
B中学校 四則計算 055 285 281 
1年生 工夫する計算 102 113 236 466 
還元算 074 170 281 387 418 
計算原理の知識 - 103 307 017 215 023 398 
腔甚の堡甚 183 128 278 385 431 258 041 
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計算と数の大小比較にかかる時間
DSM-5 (AP A, 2013) において，限局性学習症（障









まず，健常群 (N=229) と困難群 (N=27) の計算に
かかる時間の差を分析したところ，整数課題では， 3
X 4, 487 8で健常群が困難群より有意に速く (t(250)








群が困難群より有意に速かった ((1.01,1.1) : t(23.350) 
=2.868, p<.01; (0.5, 0.105): t(20.941)::2.l 76, p<.05; (0.5, 
0.400) :t(241) =4.207, p<.001)。一方，整数課題では，（2,
8), (7, 6), (39, 81)で健常群が困難群より有意に速かっ

























. 357 . 476 
372 . 358 . 598 
391 
. 226 . 236 
-022 . 052 . 256 
小数・分数
の変換
Table 6 分数課題の正答率の相関 (Pearsonの積率相関係数）
数の 数直線の 分数の 四則計算 小数・分数
大小比較 評定 数感覚 の変換
数の大小比較
A小学校 数直線の評定 . 291 
6年生 分数の数感覚 507 378 
四則計算 . 435 . 318 409 
小数・分数の変換 . 460 . 424 466 . 549 
数の大小比較
B中学校 数直線の評定 . 225 
1年生 分数の数感覚 366 . 401 
四則計算 296 . 256 . 230 
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資料 l 課題内容
1 数の大小比較 （①～④第 1学年，⑨第 2学年，⑤～⑧・⑩～⑭第 3・ 4 ・ 5学年）
次の 2つの数のうち，大きい方を選びなさい。
① [2,8] ⑥[ 0.5, 0.105] 
② [7,6] ⑦[ 0.5, 0.400] 
③[ 20, 12] 
④[ 39, 81] 
⑤[ 1.01, 1.1] 
⑧ [1, 2] 
3 3 
⑨[ ~'い
⑩[ ~'戸 ⑬[ 0.2, ¾ ] 
⑪[ 1'り ⑭[ 0.3, ; ] 
⑫[ ¾'日
2 数直線の評定 （①第 1学年，②～④・⑦～⑧第 2学年，⑤～⑥第 3・ 4 ・ 5学年）
次の口に当てはまる数字として，正しいものを選びなさい。
① 4 （目盛間隔 1) ⑥ 2.0 （目盛間隔 0.5)
② 60 （目盛間隔 10)
⑦ -（目盛間隔ー）
③ 4 （目盛間隔 2)
④ 20 （目盛間隔 5) ⑧ （目盛間隔ー）
⑤ 0.3 （目盛間隔 0.1)
3 分数の数感覚 （第 2・3学年）
次の口に当てはまるものとして，正しいものを選びなさい。
① 横棒 2 
4 








[ 1 1 1 ] 
4 9 3 9 2 ⑦ 円 24 
[ 2 3 4 ] 
39 '49 '5 
③ 横棒 i
4 
[ 1 1 1 ] 
4 9 3 9 2 
⑧円 1
5 
[ 1 1 1 ] 
39 '49 '5 
④ 横棒 2 
3 
[ 3 2 1 ] 
4 9 3 9 2 ⑨ 円 14 
[ 1 1 1 J
2'3'4 
⑤ 横棒 1 
5 
[ 1 1 1 ] 
S9 '49 '3 ⑩ 円 23 
[ 3 2 1 ] 
4'3'2 












[ 0.7, 1.2, 1.4] ⑥ 0.75 =巳［ 1,2, 3] 
5 最小公倍数•最大公約数 （第 5学年）
（ ）の中の最小公倍数 I最大公約数として，正しいものを選びなさい。
① 最小公倍数 (2,4) [ 1,2, 4] ③ 最大公約数 (6,8) [1,2,3] 
② 最小公倍数 (8,12) [ 12, 24, 96] ④ 最大公約数 (16,40) [ 4,8, 16] 
6 四則計算 （第 2~5学年）
答えが正しいかどうか， 0かXで答えなさい。 （正：正答式，誤：誤答式）
① 48 + 29 = 78 （誤） ② 51 + 27 = 78 （正）
中学校入門期における算数の困難に関する予備的検討 39 
???????????????
20 + 30 = 50 （正）
68 + 32 = 100 （正）
87 -63 = 24 （正）
60-29 = 21 （誤）
73 -26 = 57 （誤）
33-28 = 5 （正）
3 X 4 = 12 （正）
7 X 6 = 48 （誤）
100 -( 75 -25 ) = 0 （昆呉）
1+3 X 2=8 （誤）
0.3 + 0.2 = 0.5 （正）
0.6 + 0.8 = 1.4 （正）
1.8-0.8 = 1 （正）








16 X 4 = 74 （誤）
25 X 5 = 100 （誤）





20 + (3 + 2) = 4 （正）
16-7 X 2 = 2 （正）
0.8 X 2 = 0.16 （誤）
0.3 X 0.3 =0.9 （誤）
1 + 0.5 = 0.2 （誤）
2.8 -;4 = 0.7 （正）
????＝?? ??? ?








7 工夫する計算 （第 2~4学年）
次の口に当てはまる数字として正しいものを選びなさい。
① 37 + 18 + 12 = [ 57,62, 67] 
② 62 + 29 -12 = [ 59,69, 79] 
③ 13 X 25 X 4 = [ 1300, 1400, 1500] 
④ 17 X 2 + 33 X 2 = [ 90,100, 110] 
8 還元算 （第 2~4学年）
次の口に当てはまる数字として正しいものを選びなさい。
① □ +2 = 6 ③ 12 X 
② 10 — □ =3 ④ 56 + 




③ 3 X 8 =口 X 3 
④ (9 X 5) X 2=9 X (5 X □) 
⑤ (8+4) X 5=8 X 5十 □X 5 
10 除算の筆算 （第 4学年）
次の口に当てはまる数字として正しいものを選びなさい。
① 375 + 12= （＋の位） ③ 630 
② 5_Q__3 j-_61 = _（十の位） ④ 462 
□ =60 
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48+29=78 I 13 x 25 x 4= 
[／0二 口 匝色西
5 数の大小比較 I 6 四則計算 I 7 工夫する計算
次の口に当てはまるものとして、 次の口に当てはまるものとして、 次の口にあてはまる数字として、
正しいものを選びなさい。 1 正しいものを選びなさい。 1 正しいものを選びなさい。
ロ
12x□=60 I (8+4)X5=8X5＋□X5 I 12 [3TI― 
□日日日日日日□日 IGJ日日日日日日□日 1日□日□日巳日日ビ｝
8 還元算 I 9 計算原理の知識 I 10 除算の筆算
